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A 40 昆布出汁の虜分と呈味
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　目的　沁出豪件をかえて且布i＼ it ととI).アいst　×7レオナに粒　曾持焔吉一介杭

するとともにご忿能撞をを行よ->て出､申やの成介と至味の圀係をみるしとど目的としT'-.

前粒に月目７好ましいがn中の片介津爆と一良測定した(7)で- 本診に恥に7 Iよ神牟鯛に

ょも?. 7レオチド｀の瀋斗だ肢と主味の剛係. 斗級g'l 臨布簒用目た｡各払けの片介とE-昧の胎

便につい７検莉し阻。

　方法　利爪出け昆布左試料とし便用昆布�iま出東こり配汁の斗% と吊川池。ヌクレオ

チドヽの客幻犬厘左みる紬出濠件は匹乙、40 "C. 70 で沸騰水中にそれぞ｀れら/斧ヽパ0介｡30

介叫憂>fレ4-f, 川O誠料と調製し阻。斗級則昆布左便用したか↑につII ては同～晶操遡

上、中　下に格付し几ものを収め。がC30介づo'cからｼ靭尽ま七｀S/拓丿尋騰■;K 守り介の条

ｲ牛で抽出し几。官能検査ぼ直.悉　為昧の雍亡、くどしテクスナT ー。楼合評価のら場

目と評幹乏､により評価しr~。

　結果　抽出謳度とヌツレでテド‘適､私iの㈲係にっいては、怠遼堆、長叶･旬ほど詣出量かヽヽ

増加すS偵萌がみられ卜l}＼-パO'C t"抽出しr- も(ﾌ)は時向を訟｡長し７も油乳!;の漁加ほ明侍

でき泌むしr-. まに又フレオヂドヽ置はダリレ;'ミン吋　アλハリrン縫斗のアき／映c^叫ト

1.0/;に策5｀啼、£味に影響を及ば｀すも(71ではなヵし几。出,侍び)疹を評f i5心鴇眠盆友之よ函゛

こ乙なく、沸降水中て゛神出した出特川頓に詐まれないということｰはなヵい仁。斗級の実な

う昆布0) かﾈ､片介の紬卵t;豚に）いTは、上. 中農かt片介^もぽぼ自程洩r'ある沁　下

屋布では^｀介tpyツなぐ　ま几但温では陶出がキ介に行な杓れな目崎硝酸ヽみられ斤。

A 41 みり/Oilの隅埋句要について
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　自的　Ｅ訂片介春においては･　本みりんの橋場力ヽヽ3･.5 % t"｀あ->卜が、三訂補にお(I て{5^

乱q %に訂正_これr-。ま玲址再O､みりん鳳隅昧料ち眼町万収。実慄の便用に糾する本み')

ん乙のに献も廓塾とo:)てきr~-。そごど｀恥みりん、みりん凪調味糎に柳色する甘味独海を

咎めて. みりんのシ・穏への換算値を明らひにしり^．恥み､りん。みI) ん風調味糾、　シ・

粧■ 頃馮昶を調哩｡に(司卜それらの知果を官能検をにより搾司しr: 。

　お式　恥みりん, みべ皿調囃作. 20%｡i昨. 35"A
■
邨y, . 50 'A シ・糖■ 頃冷既と

･g.tt較して. 鮮'J ん紬に相当するシ^桃悍度を悩めて検永値としTこ。々の琵篆-tも乙にシ

リ

んに調味料とし"r 用11.　それら哨羨零を昶渫しに。京卜加t-iされT-.,,

ぼ擢遵を定*し　この／食ヽ廬介乞隅慌してiE＼和こ調迎に併し、塩みll んの便用まについマも

複訂し卜。官能徨^は評今凄を用い　色、T ･ト番り.甘味帰参　t趾木店隻ご味0>よざIk

叫総合評価について蛎｢ｎし几。n'ネリレは本学調理学研究皇の脂堅靭|ひ名で傷耳しr--。

　蜂果　尽みりん　み'I ん蕎調､材やこ祖当するシヨ精悍席は杓3昨であい最とのみりん

中に令まれる粒笥放ヽ鴎加した乙し７も. みりんのシ・抑へａ湊辱け匿ﾈlどぅい0)% でよ目

こと挑･｀わゐ＼-,μ，本み') ん. み'Iん鳳l即材十30% シ・粧・清清既の桐"!t. (; っい割?;

れらを水で稀釈し卜ものでは．味の-I:で明りヽにn仔けれ卜吋･　そぼうゆ．　T ']ャ?
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んここに用いて比雛し卜μ雫につい1 はヽぼ^ん'c｀岑唇は認-釣られバしfi. 加噛之れμ
み4 んﾉ臥調味料中の食tS爆夏は|,6% -rヽ.これを皿延しに爆心もμ影?i印字T"あ，に．


